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参加人数テーマ会　　場開催日

１８人みどり中央公民館平成１８年
５月１３日（土）

２４人子育て津田公民館７月１５日（土）

２１人まちづくり小川西町公民館７月２２日（土）

１２人ふるさと小平ふるさと村７月２９日（土）

３９人ごみエコフェスティバル会場９月９日（土）

２８人スポーツ市民スポーツまつり会場１０月８日（日）

３１人健康健康フェスティバル会場１１月１２日（日）

３６人省エネ環境フォーラム会場平成１９年
２月１７日（土）

校
と
も
協
力
し

て
行
っ
て
い
き

た
い

�
健
康

▽
運
動
は
徐
々

に
無
理
な
く
生

活
の
中
に
取
り

込
む
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
食

事
は
１
日
１
回

は
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
、
ほ

か
は
質
素
に
と

い
う
、
楽
し
ん

で
食
べ
る
取
り

組
み
方
も
あ
る

全
し
た
い
が
、
大
木
を
管
理
す

る
の
は
た
い
へ
ん
で
あ
る
。
近

隣
か
ら
苦
情
が
あ
る
と
、
切
る

し
か
な
い

�
子
育
て

▽
１
歳
ま
で
は
親
が
世
話
を
す

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
育

児
休
業
の
あ
り
方
や
制
度
が
問

題
だ
と
思
う
。
社
会
の
仕
組
み

を
根
本
的
に
変
え
な
い
と
い
け

な
い

▽
支
援
策
は
充
実
し
て
き
た

が
、
そ
こ
に
つ
な
げ
る
た
め
の

視
点
を
広
く
持
ち
、
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
親
を
外
に
出
し
て
い

く
取
り
組
み
を
考
え
て
ほ
し
い

�
ま
ち
づ
く
り

▽
今
ま
で
は
ハ
ー
ド
（
箱
物
）

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
ソ

フ
ト
が
大
事
で
あ
る

▽
小
川
西
保
育
園
通
り
を　

�
５０

�
広
げ
て
歩
道
を
付
け
た
だ
け

で
、
車
い
す
が
通
れ
て
生
活
し

や
す
く
な
っ
た

�
ふ
る
さ
と

▽
弱
い
立
場
の
人
に
も
住
み
や

す
い
ま
ち
が
、
自
然
に
「
ふ
る

さ
と
」
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち

に
な
る
の
だ
と
思
う

�
ご
み

▽
日
の
出
町
の
友
人
に
「
ご
み

処
理
場
が
あ
っ
て
、
た
い
へ
ん

ね
」
と
言
っ
た
ら
、「
あ
な
た
の

家
の
ご
み
も
来
て
い
る
の
よ
」

と
言
わ
れ
た
。
も
っ
と
自
分
の

問
題
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
反
省
し
た

�
ス
ポ
ー
ツ

▽
体
育
協
会
で
活
動
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
勉
強
も

大
切
だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
身
体
を
鍛
え
て
ほ
し
い
。
学

�
省
エ
ネ

▽
環
境
家
計
簿
に
初
め
て
参
加

し
８
％
も
削
減
で
き
た
。
個
々

の
人
が
意
識
し
て
取
り
組
め
ば

小
平
市
は
省
エ
ネ
の
市
と
な
る

　
　
　
　

◇　
　
　

◇

　

な
お
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
内
容
は
、
市
役
所
１
階
市

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
０
８

　

平
成　

年
度
は
、
テ
ー
マ
別

１８

に
開
催
し
ま
し
た
（
下
表
）。

会
場
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

�
み
ど
り

▽
都
市
化
す
る
小
平
の
緑
の
保

全
は
限
界
に
近
い
。
市
内
の
工

場
な
ど
民
間
施
設
に
あ
る
緑
を

も
っ
と
充
実
さ
せ
て
は
ど
う
か

▽
農
地
の
隣
に
住
ん
で
い
る
。

落
ち
葉
や
土
ぼ
こ
り
に
悩
む
こ

と
も
あ
る
が
、
あ
と
か
ら
住
み

着
い
た
者
に
と
っ
て
は
我
慢
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

る▽
農
家
を
し
て
い
る
。
緑
は
保
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小平市にふさわしい自治基本条例の制定を目指して小平市にふさわしい自治基本条例の制定を目指して
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市
で
は
、
自
治
の
基
本
的
な

原
理
や
ル
ー
ル
を
定
め
る
自
治

基
本
条
例
の
制
定
を
進
め
る
た

め
、
小
平
市
自
治
基
本
条
例
を

つ
く
る
市
民
の
会
議
（
市
民
の

会
議
）と
、２
月
３
日
に
「
策
定

に
お
け
る
相
互
協
力
等
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
市
民
の
会
議

が
、
多
く
の
市
民
や
市
と
意
見

交
換
し
な
が
ら
、
小
平
の
地
域

特
性
に
あ
っ
た
自
治
基
本
条
例

案
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
市
民
の
会
議
は
、
公
募

に
よ
る
市
民
の
方
々
に
よ
り
組

織
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 　

平
成　

年
に
地
方
分
権
一
括

１２

法
が
施
行
さ
れ
、
自
治
体
に
お

い
て
は
地
域
の
課
題
に
対
し

て
、
多
様
な
担
い
手
と
と
も
に

み
ず
か
ら
解
決
し
て
い
く
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
自
治
運
営
の
仕

組
み
と
、
そ
の
基
本
的
な
原
理

や
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
が
、

自
治
基
本
条
例
で
す
。

自
治
基
本
条
例
と
は

�

�

�

�
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現
在
、　

人
の
公
募
市
民
が

５４

参
加
し
て
い
ま
す
。

条
例
案
を
つ
く
る
の
は

あ

な

た

で

す

（
市
民
の
会
議
が
活
動
中
）
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市
民
の
会
議

で
は
、
市
と
協

定
を
締
結
し
、
い
よ
い
よ
本
格

的
に
自
治
基
本
条
例
案
の
策
定

に
向
け
て
始
動
し
ま
し
た
。

　

自
治
の
担
い
手
と
し
て
の
市

民
が
主
体
と
な
っ
て
、
小
平
市

に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
基
本
条
例

の
制
定
を
目
指
し
て
、
条
例
案

を
一
か
ら
作
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

　

会
議
は
、
お
互
い
の
意

見
を
尊
重
し
合
い
、
自
由

な
発
言
を
原
則
と
し
て
、

徹
底
し
た
議
論
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
条
例
案
の
策
定

に
お
い
て
は
、
市
民
が
誰
で
も

参
加
で
き
る
地
域
懇
談
会
な
ど

の
方
法
に
よ
り
、
市
民
の
意
見

や
要
望
を
幅
広
く
収
集
し
、
参

考
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

※
平
成　

年
３
月
を
め
ど
に
、

２０

条
例
案
を
策
定
し
ま
す
。

 　

市
民
の
会
議
は
、
傍
聴
で
き

ま
す
。
当
日
、
直
接
、
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
民
の
会
議
へ
の
参

加
者
も
、
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
問
合

せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
催
日
程　

３
月　

日
（
土
）

３１

　

午
後
７
時
か
ら
…
福
祉
会
館

※
今
後
の
開
催
日
程
は
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
会
議
の
議
事
録
、
自
治
基
本

条
例
講
演
会
の
記
録
、
会
則
な

ど
は
、
市
役
所
１
階
市
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
部
自
治
基

本
条
例
担
当
�　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
８
２

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
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�みずからの経験を生かしたい
★昔の厳しい教育を受け、戦争も体験し、多くの仲間を亡くして、

命の尊さを実感してきた。今回の条例づくりでも、そうした人

生経験を生かして取り組んでいきたい

★生協や環境などの活動をしてきたが、地域の活動にあまり参加

できなかった。昨年、都市計画マスタープランづくりに参加

し、自分の考えを生かすことができた。自分の地域での活動な

どを生かしたい

★ここ２年間で、小平市の市民活動（経営改革市民会議など）に

かかわり始め、「協働」や「新しい公共」という考え方がテー

マとなっている。その一環として条例づくりにも興味があり参

加している

★自治やその条文、憲法をテーマとした書籍を執筆したり、実際に

条文をつくった経験があり、それを生かせればと思い参加した

★自治体職員を対象とした、自治に関する雑誌の編集をしてい

る。そこでの知識や情報が市民の会議にも生かせるのでは、と

思い参加した

（議事録から抜粋）

�市民参加
★今回の条例づくりは議会傍聴で興味を持ったが、本当にやるのか

半信半疑だった。その後、実際に市民参加の募集があり、ぜひや

ってみたいと思い手をあげた

★官制主義から地方分権という自治の時代に入った中での自治基本

条例づくりに参加したかった。条例は通常、行政が提案し、議会

を通過して制定されるが、今回は提案するまでのプロセスを市民

が行う。市民として堂々と条例案を議会に提出できるよう取り組

んでいきたい

★学校では学校崩壊が起きていると聞いた。また、まじめに生きて

いる人ほど悩みが多く、不安を抱えている。そうした人たちのた

めにも自分が参加することで何か変わればよいと思って参加した

★行政は市民の意識から少し遠いと感じている。この条例づくりで

市民の立場として参加して、市民の意識を行政に伝え、おもしろ

くしていきたいと思う

★今回の条例づくりは完成版ではない。「第一歩」である。行政も市

民も今回つくる自治基本条例をもとに、意識を変えていくことが

大事だ

★自治基本条例が自分たちでつくれるということに魅力を感じて参

加した

★税金を払っている市民が政治に何も言わない仕組みを直したい

★地方自治の時代であるが、一方で国が無責任に地方にすべて委任

する流れに危機感を感じて参加した

★地方自治の流れの中で、受け手の市民がしっかりしないといけな

いと思い参加した

�小平をよくしたい
★わたしは緑の多い小平が好き

で、こうした小平の大切なと

ころを残していきたいと思っ

て参加した

★東久留米市に住んでいるが、

生活圏は小平。よい小平を残

したい

★小平市は「ヘソ」のないまち。みんなが小平市をどんなまちにし

たいと思っているのか知りたくて参加した

★小規模開発による「虫食い現象」が続く小平市の発展経過を見て、

危機意識を持っている。「水・緑・空気・光」が小平市の宝だと

思う。これらを小平市の「ヘソ」にしたい

�みんなで学んでいく
★自治基本条例は、子育てや福祉など日常の問題を考えるうえで原

点となるものだろう。今回の条例づくりを通して、現実を見つめ

ていきたい

★昨年夏、辻山先生の講演を聞いたことがきっかけになっている

★１０年以上小平市に住んでいて寝に帰るだけだったが「地域に貢献

したい」と思い立ち地域での活動を始めた。この市民の会議を通

してもっと勉強したいと思う

★小平市に住みながら、小平市についてあまりよく知らないことに

気づいた。条例づくりを通して、より深く知ることができるので

はないかと思う

★社会教育の現場にかかわっている。市民の皆さんの意見を聞ける

場に魅力を感じて参加した

★福祉サービスの現場にかかわっている。福祉を自治の中にきちん

と位置づけたい。地域の問題を地域で解決するためには、条例に

よってその土台づくりができないか、探っていきたい

（議事録から抜粋）
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市民と市長の対話集会
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